
化学物質リスク情報可視化システム 

VICRi 
Visualized Information of Chemical Risks 

「VICRi」は化学物

質の危険有害性
情報が簡易に取
得できるシステム
として開発されま
した 

危険有害性を可視的
に且つ定量的に把握
するため、レーダー
チャートを用いた図
表示を行っています。
パッと見て危険性の
イメージができます。 

実際の取り扱い
時に必要な具体
的な管理方法、
法令を載せてい
ます。 

化学物質が原
因で起こった事
故、ヒヤリハット
を化学物質単
位で表示してい
ます。 

大学や研究機関で
多く保持している化
学物質や事故がよく
起こる化学物質を中
心に347種の物質情

報を載せたシステム
をリリースしました。 



NPO法人 研究実験施設・環境安全教育研究会 

島津エス・ディー株式会社 

■化学物質リスク情報可視化システム（VICRi）について 

VICRiはNPO法人 研究実験施設・環境安全教育研究会（REHSE）と、島津エス・ディー株式会

社が共同で開発したシステムです。販売は島津エス・ディー株式会社で行なっております。 
 システム動作環境： WindowsXP / Vista(32bit/64bit) / 7 (32bit/64bit) 
 
  
本システムに関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 
 
・島津エス・ディー株式会社：薬品管理担当 
   電話：075-841-9191 
      メール：yakuhin@shimadzusd.co.jp 
 
・REHSE： REHSE事務局 
   電話：03-3868-0799 
   メール：jimukyoku@rehse2007.com 


